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1. はじめに 

 プロサッカーチームは試合以外にも地域イベン

トに参加するなど様々な活動をしている．しかし，

それらの活動による効果を定量評価した事例は尐

ない．一方，チームの経営には厳しい現状があり，

地域におけるチームの存在意義が問われている． 

本研究では，プロサッカーチームがもたらす市場

価値のみならず，非市場価値を評価し，プロサッカ

ーチームを評価する手法を構築する．具体的には，

プロサッカーチームの波及プロセスを作成するこ

とで地域活性化効果を把握し，既存研究やチームス

タッフへの聞き取り調査から地域活性化効果を定

性的に検証する．アンケート調査やクラブ・J リー

グの既存データを用いて地域活性化効果を定量評

価する．そして，便益帰着構成表を作成することで

プロサッカーチームの活動が地域活性化に繋がっ

ているかを評価する． 

2. チーム活動による効果の波及プロセス 

(1) プロサッカーチーム活動 

本研究では，チームの活動をホームゲームの開催，

下部組織の活動，社会貢献活動の 3 つに着目し，地

域活性化効果を整理する． 

(a) ホームゲームの開催 

試合開催は，観戦者による消費活動，メディア活

動といった地域活性化効果が生じる．観戦者は観戦

や財・サービスを消費することによりクラブ増収，

小売業・製造業・卸売業の増収につながり，地域経

済が活発化する．試合がメディアに取り上げられる

ことにより地域住民からプロサッカーチームへの

関心が集まる．そして，プロサッカーチームの話題

を通じてコミュニティが形成し，地域への愛着度が

向上する．  

(b) 下部組織活動 

 下部組織活動では，高校生・中学生においてはサ

ッカーの技術を提供し，選手育成をするだけではな

く，学業においても指導を徹底し，選手の社会化向

上を促している．小学生以下の子供達にはサッカー

スクールを定期的に開催し，サッカーをすることの

楽しさを伝えることで，競技人口の増加，運動機会

の増大に貢献できる． 

(c) 社会貢献活動 

プロサッカーチームは地域の一員として生活に

おける楽しみの創出や健康増進という役割を担っ

ている．そのために，プロサッカーチームは社会貢

献活動を行っている．例えば，FC 岐阜 1)では，県内

各地でスポーツ教室を開催することで，スポーツ振

興を実施している．また，ストレッチ教室の開催な

どの介護予防活動，植樹活動を通じての環境活動を

実施している．他にも，地域イベントに選手が参加

し，地域住民と交流を行っている．これらの活動は

住民に運動機会・環境への意識を増大させ，選手に

社会性向上を促している． 

 
図-1 プロサッカーチームの活動による地域活性化効果の波及プロセス 

環境への意識増大

青尐年の健全育成防犯・防災意識
などの向上

生活環境の改善

犯罪・事故の減尐

政策・制度の変更

社
会
貢
献
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

施
設
価
値
の
向
上

スタジアム周辺商店街
などへの消費活動活発化

店舗の増加

小売業の増収

卸売業の増収

就業機会の増加

公共交通の需要増加

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
開
催

試
合
観
戦

スタジアム内での
飲食・物販の売上増加

グッズ売上の増加

地
価
の
変
化

交通利用者増加

製造業の増収

住
民
の
所
得
水
準
の
向
上

・雇
用
の
増
加

宿泊者の増加

人
口
の

流
入
・流
出
抑
制情

報
媒
体
と
し
て
の
価
値
の
向
上

放映権料

労働力の無償提供

Ｊグッズ
商品化権料

Ｊスポンサー
契約料

県・市町村の
赤字補填の減尐

クラブ・選手・指導者
の知名度向上

ファンクラブ
会員増加

サッカーチーム
選手

スポンサー
への関心

コミュニケーション機会の増大

地方新聞の
購買数の増加

マスコミ報道

有料放送加入者
（観戦者）の増加

メディアの増収

地方新聞社
の増収

スポーツ消費者
の増加

戦力（保有権）の放出

試合成績の向上
戦力（保有権）の追加

コミュニティの創出

都
市
認
知
度
の
向
上

施設利用頻度
の増加

警察・警備
警備頻度増加

チケット売上増加

周辺地域の安全

クラブの増収

移籍金・育成費
の増収

住
民
立
地
と
し
て
の

魅
力
増
大

産
業
立
地
と
し
て
の

魅
力
増
大

営

業

収

入

地方局・ラジオ
の放送権購入

視聴者の増加
リスナーの増加

メディア広告
の増加

税収の増加

地元企業の知名度向上

経営ノウハウ
の無償提供

専門技術
の無償提供

運営資金
の無償提供

研究データ
の無償提供

労

働

運営スタッフの給与

選手・指導者の報酬

チケット売上

グッズ売上

協
会
の
収
入

Ｊ
リ
ー
グ
の
収
入

スポンサー

ファンクラブ会費

施設の無償提供

物品の無償提供

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ａ Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｆ Ｄ

Ｇ

Ｃ

Ｂ

Ａ

ＡＦ

Ｅ

Ｇ

Ｄ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

国際試合・国際交流の増加

地
域
住
民
と
の
交
流

下
部
組
織
の
活
動

戦力の育成（育成）

競技人口の増加

指導者養成
ライセンス取得

スポーツ環境の充実

生涯体育の推進
運動機会の増大 医療費減尐

サッカー周辺
の学問の進歩

プロ指導者の創出
（引退選手の
再社会化）

都市イメージの向上

歳出の削減

人的資源
の有効活用

教育現場・企業
への人的支援

教育レベル向上
企業イメージ向上

指導の
映像化・書籍化

スクール事業
の増収

協会
の増収

スクール
事業の拡大
（普及）

施設等
ハード面の整備

育成事業の売上

Ｈ

Ｈ

Ｋ

ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の

需
要
増
加

Ｊ

クラブの強化

テレビ・ラジオ中継

コミュニティの創出

プロ選手創出
（選手の社会化）

企
業
競
争
力
の
向
上

移籍金・育成費

費

用

警察・救急の支援

印刷費

チーム登録費
選手登録費

公
共

サ
ー
ビ
ス

施設利用料

行政からの支援

マッチプログラム
の作成等

安全な試合運営

グッズの作成

警備費用

他イベントの
開催増加

指定管理者
の増収

試合への参加

グッズ製作費

L

補
助
金

L

（クラブ運営組織）

青尐年の健全育成

地域への愛着度の向上

施設管理の活用

インフラ整備
建設業の増収

利便性向上 環境への
影響

施設サービス
の向上



2 

 

(2) 波及プロセスの作成 

本研究では(1)や既存研究を踏まえて先行研究 2)

で示した効果の発生から帰着に至るプロセスを修

正し，図-1 に示した．そして，FC 岐阜のスタッフ

に対する聞き取りから図-1 のプロセスを検証した．

その結果，チームの活動による地域活性化効果は経

済面だけでなく，コミュニティの創出や運動機会の

創出など心身面，生活環境面など幅広い分野で発

生・波及している． 

3. FC 岐阜の地域貢献評価 

 アンケート調査に基づき，地域住民にもたらされ

る地域活性化効果を定量評価する．地域住民にもた

らされる便益を把握するために，岐阜県在住の住民

(1,000 人)を対象にインターネットを用いたアンケ

ート調査を実施した． 

(1) 地域貢献に対する評価 

 FC 岐阜の地域貢献に対する回答分布を図-2 に示

す．図-2 より， FC 岐阜は岐阜県の知名度向上，岐

阜県の愛着度向上，環境美化向上に役立っていると

地域住民は考えており，FC 岐阜は岐阜県を代表す

るプロスポーツチームとして地域住民に認識され

ている．そして，FC 岐阜の活動は都市イメージの

向上に貢献している．  

FC 岐阜の地域貢献に対する支払意思額の評価結

果を図-3 に示す．図-3 より，1,000 円/年という回答

者が最も多かった．1 人当たりの平均支払意思額は

1,960 円/年となった．このことから，地域住民は FC

岐阜の地域貢献を支える意思がある． 

(2) 便益帰着構成表を用いた評価結果の整理 

 便益帰着構成表 3)は事業の実施によって各関係主

体にどの程度の便益を享受する，または費用を負担

するのかを表に示したものである．本研究では図-1 

と(1)の結果に基づき便益を定量化し，先行研究 4)

で定量化した便益と踏まえて，便益帰着構成表を作

成した(表-1)．その結果，普及や地域魅力，地域環

境などの非市場価値が大きいことがわかる．このこ

とから，チーム運営が厳しい状況にあるものの，ス

ポーツという公共サービスを供給することに対す

る便益は大きい．また，社会貢献活動に対する便益

も大きい．  

4. おわりに 

 本研究ではプロサッカーチームの活動によって

もたらされる地域活性化効果の波及プロセスを考

えた．チームの活動は経済面だけでなく，心身面，

生活環境面においても地域活性化効果をもたらし

ており，地域におけるプロサッカーチームの存在は

幅広い分野であることを示した． 

 アンケート調査結果から FC 岐阜の便益帰着構成

表を作成した．普及活動や地域魅力などの非市場価

値が地域住民にとって大きいことが示され，FC 岐

阜の活動は地域活力に繋がっていることを示した． 

 
図-2 地域貢献に対する項目別評価 

 
図-3 地域貢献に対する支払意思額の累積分布曲線 

表-1 FC 岐阜における便益帰着構成表の一部 

 
今後は岐阜県内の地域住民，FC 岐阜の支援企業

に対してアンケート調査を行い，企業，行政が受け

る便益を定量化する．そして，FC 岐阜の便益帰着

構成表を構築することで FC 岐阜を評価する． 
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先行研究4)から評価された便益　　　　　　　
今回のアンケート調査から評価された便益

Jリーグ5)のデータから評価された便益
×:評価を行わなかった便益
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